
 
 

２．２．緊急保全対策の考え方 

（１）緊急保全対策の目的と再生イメージ 
■ 現在アサザが生育している地区 
① 現存するアサザ群落を含む既存の湖岸植生帯を保全することを目的とする。 

■ 現在は確認されていないが、過去にアサザが生育していた地区 
① アサザを含む霞ヶ浦本来の湖岸植生帯を再生させることを基本目的とする。 

② この内、まとまった量のアサザの発生がみられる地区では、もともと湖岸に存在する土壌

シードバンクより発芽したアサザの実生からの定着を促進し、植生帯を再生することを目

的とする。 

③ 過去に大規模なアサザ群落が存在していた地区では、沈水、浮葉、抽水など多様な植物を

含む霞ヶ浦本来の水辺の移行帯を再生することを目的とする。 
■ 湖岸植生帯の再生イメージ 
 植生の再生は、大規模な堤防工事が行われる前の湖岸植生帯を目標とした。具体的には、現

時点で定量的なデータ把握が可能である 1980 年代の過去の地形・植生データ等に基づき、湖

岸植生の目指すべき再生イメージを検討し、右図のとおりとした。 

 
（２）減退要因から考えられる有効な対策の検討 

減退要因の分析結果から、抽水、浮葉植物の減退には波浪による湖岸の侵食や湖岸堤築造による

生育場の減少が大きく影響しており、また、沈水植物の減退には植物プランクトン増加による透明

度の低下が大きく影響していると想定される。この減退要因に対して有効な対策案は、右図に示す

ように、以下の 2つの対策が有効であると考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
（３）対策と構造タイプ 

具体的な構造タイプは、各地区の特性などを考慮して検討した結果、下記の 4 タイプとなった。

4タイプのイメージ図を次ページに示した。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抽水植物 

沈水植物図 2－4．湖岸植生帯の再生イメージ
浮葉植物

対策１：波浪の低減 粗朶消波工、石積み工、群杭工、人工リーフ、島堤等の消波施設を整備するこ

とにより波浪を低減し、湖岸の侵食を抑制する。 
対策２：生育場の整備 

および植生の再生 
築堤や水位の上昇による生育場の減少に対して、緩傾斜養浜工や捨砂工により

抽水、浮葉植物の生育場を整備する。また、養浜工内に静水域としてワンドや

導水クリーク、内水クリークを整備することにより、透明度の高い沈水植物の

生育に適した場を整備する。さらに、植生再生のためシードバンクの敷設及び

植栽、播種を行ったり、人工バーム、杭柵工、板柵盛土工等の設置により実生

の定着を促進する。 

 タイプ 対策 

■タイプ１ 現存するアサザ等既存植生を保全する対策工：主に粗朶消波工を整備 対策１ 

■タイプ２ アサザの実生定着、生育促進を目指す対策工：主に粗朶工、板柵盛土工を整備 対策１および２ 

■タイプ３ 新しい生育場を創出する対策工      ：主に消波工、養浜工を整備 対策１および２ 

■タイプ４ 新しい多様な湖岸水辺環境を創出する対策工：主に島堤、養浜工を整備 対策１および２ 
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図 2－5．湖岸植生帯の減退要因仮説フ
ローから考えられる有効な対策の検討
模式図 

出典：「第 2 回 霞ヶ浦湖岸植生帯の緊急
保全対策評価検討会」資料 5－1（P6） 

・用語の定義 実生：種子から発芽したものをさす(双葉が出た状態) 
定着：双葉が確認できず(双葉が落ちて)本葉が出ている現象をさす 

(一般的定義ではなく、緊急保全対策のアサザ調査用の定義) 2-3



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：「第 2 回 霞ヶ浦湖岸植生帯の緊急
保全対策評価検討会」資料 5－1（P9） 

ヨシ 

アサザ 粗朶消波工 

粗朶（そだ）消波工 
現存するアサザ等の植物を波から守るために設

置する。 

保全復元対象地 

保全復元対象地 

対策工法： 

沖に粗朶消波工を整備し、波を弱めることによってアサ
ザ等植生の保全・復元を目指す。 

タイプ１：現存するアサザ等既存植生を保全する対策工 タイプ２：アサザの実生定着、生育促進を目指す対策工 

タイプ３：新しい生育場を創出する対策工 タイプ４：新しい多様な湖岸水辺環境を創出する対策工 

小島 
このエリア内部の

地形に変化を持た

せ、たくさんの生物

（植物、水中生物、

鳥、陸上生物等）が

棲みやすい場をつ

くるために設置す

る。 

養浜工 
植物が生える基

盤 と な る よ う
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対策工法：湖岸の多様な植物の生育環境や生物の生
息環境を創出するため、複雑で多様な水深を持つ地
形を整備する。 

保全復元対象地 

沖島 
消波機能を持った島を沖側に設置する。たくさんの

生物が棲める環境を創出するため、水の出入空間を

残した複雑な形状とする。 

養浜工 
植物が生える基盤となるように、霞ヶ浦から掘った

砂で緩やかな地形をつくる。 

人工バーム（仮設構造物※） 
養浜部に植物が生えるまでの間、波から植物を守る

ため直径 10 ㎝程度の石を粗く積む。 
杭柵（仮設構造物※） 
この内側にアサザ等の植物を植え付け

る。植付直後の植物は波に弱いため、木

杭を密に打ち込んだ杭柵で保全する。 

保全復元対象地 

石積み突堤 対策工法：アサザ等の大規模な植物群落が過去に存在
した地区に養浜を整備し、湖岸植生の新しい生育場を
創出する。また、土壌シードバンク（土の中に生きて
いる種子）から発芽が期待される霞ヶ浦の浚渫土を敷

き、一部植栽・播種を行い、湖岸植生の復元を目指す。

※仮設構造物は植
生群落が成長し、
波浪に耐えられる
と考えられた段階
で撤去することも
想定している。 

ヨシ 人工バーム 
アサザ 杭柵 粗朶消波工 

養浜 

粗朶（そだ）消波工

ヨシ 

 

保全復元対象地

粗朶（そだ）消波工 対策工法：粗朶消波工により波を弱め、
捨砂工や板柵盛土工により生育場を作
り、アサザ実生（芽ばえ）からの定着、
現存するヨシ原の保護を実施し、植生の
保全・復元を目指す。 

アサザ 粗朶消波工 

捨砂工 

ヨシ 

板柵盛土工 
アサザを実生（芽ばえ）から定着さ

せるため木杭と板の囲いの中に砂を

盛った試験施設を整備する。 

捨砂工 
アサザが実生（芽ばえ）から定着しやすいように、

ヨシ原の前面に砂で小規模な養浜を整備する。 

石積み突堤
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出典：「第 2回 霞ヶ浦湖岸植生帯の緊急保全
対策評価検討会」資料 5-1（P14）より作成 

（４）植生の復元手法 

植栽・播種 
沖側内水面 

シードバンク 
陸側 

堤防外側水面
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